
 

下関市は、本州最西端に位置する人口約２５万の都市です。 

①豊かな自然⇒三方が海に開かれている。 

     

 

 

 

 
②温暖な気候⇒１年を通して比較的温暖で過ごしやすく、気候に恵

まれている。 

③住みやすさ⇒新幹線、在来線、高速道路など交通の利便性が良

い。 
新下関⇔博多駅間が、新幹線で２８分！ 

下関駅⇔小倉駅間が、在来線で１３分！ 

④食：海の幸⇒ふぐ、ウニ、クジラ、イカ、アンコウなど 

山の幸⇒しし鍋、梨など  

    

 

 

 

 

 

⑤歴史のまち⇒幕末・維新の歴史が多く刻まれ、古くから海峡のま 

ちとして栄えた下関。明治維新発祥の地でもあります。 
 

 

 
 

 

 

赤間神宮 高杉晋作回天義挙像 

うにめし 特牛（こっとい）イカ 

高杉晋作回天義挙像 

関門海峡 角島大橋 

川温泉 

ふぐ刺し 

なし 瓦そば 菊川そうめん 

下関市の魅力 

 



 

 

魅力いっぱいの下関市ですが、現在、本市は全国平均を上回る速さで人口減

少、高齢化が進んでおり、厳しい状況にあります。特に、中山間地域では、過

疎化が深刻で、地域の担い手の消失が危惧されており、担い手確保のための生

業の創出、定住促進が喫緊の課題となっています。 

今回の募集は「ミッション型」です。地域おこし協力隊のミッションに取り組

みながら、将来本市で起業や就業していただくことを期待しております。 

選考後、着任となった際には、概ね６カ月間のお試し期間中に、当該地区で

の生活を体感する中で、事業計画書を作成し、実現に向けてその後の活動を進

めていただくという、隊員自身の「自己実現」及びその後の定住・定着につな

げていくものです。 

行政では考えつかないような幅広い提案をお待ちしております。 

 

＜下関市の地図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※○で囲んだ地区が今回の募集地区です。 

※本市では菊川地区で隊員１名、豊田地区で隊員１名、豊浦地区で３名、豊

北地区で隊員１名、デジタル版で隊員２名の合計８名が活動中です。（令和

７年６月現在） 

※デジタル版地域おこし協力隊員については、市内全域が活動場所です。 

 

地域おこし協力隊員募集にあたって 

 

菊川地区 

豊北地区 

豊田地区 


